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1 はじめに

カムチベット語維西 [Melung]方言は、雲南省迪慶藏族自治州維西イ栗イ粟族自治県南

部に位置する塔城郷を中心とし、同地域に隣接する県城保和鎮、永春郷で用いられ

る一連の方言群のうち、保和鎮および永春郷で用いられる方言をさす。

この方言には他のチベット語方言ではおそらく報告されたことのない r化母音が

複数の語に現れることが、筆者の現地調査で判明した。本稿では、特にこの要素に

ついて具体的な例語を挙げつつその来歴について初歩的な考察を行う。

1.1 迪慶州のチベット語方言概況

具体的な議論に先立って、Melung方言のチベット語方言上の位置づけについて述

べる。

雲南省迪慶州のチベット語は、瞿靄堂・金效静 (1981)などいくつかの先行研究で

は、カムチベット語の下位区分において独立して考えられている。ところが迪慶州

のチベット語は、母語話者の意識にもあるように、さらに３つの互いに通じ合いに

くい方言群から成り立っていると考えられる1。

1. Sems-kyi-nyila（香格里拉）方言群

rGyalthang（建塘）方言など香格里拉県に分布

2. nJol（徳欽）方言群

nJol方言など、主に徳欽県中西部・維西県瀾滄江流域に分布

3. Melung（塔城）方言群

Melung方言など、主に維西県南部に分布

1以下の３種は代表的なもので、迪慶州周縁部には異なる方言群に属するものが分布して
いることに注意しなければならない。詳細は鈴木 (2006)を参照。



金沙江をはさんで対岸となる四川省側のチベット語方言との関係など、より広域

で考える方言の特徴と分布の詳細は複雑であり、稿を改め論じる必要がある。

《維西イ栗イ粟族自治県誌》(1999)などによると、維西県でチベット族が集住する地域

は県北部と県南東部の２地点に分かれている。また、維西県全体でチベット族、納

西族、イ栗イ粟族、漢族、白族など複数の民族が雑居している2ため、言語状況は極めて

複雑であり、各郷の中心部では漢化が急速に進んでいる3。また、チベット語母語話

者の意見によると、この両地点で用いられる言語は互いに通じ合わず、Melung方言

群が特殊で他地域の方言と通じないものであると認識されている4。

なお、本稿で扱う保和鎮および永春郷で用いられるチベット語は話者数が少なく、

その話者についても十分な会話力が伴う人の割合が極めて低い。そもそも居住する

チベット族の絶対数が少ない上、すでに漢化がかなりの程度進行していることが原

因として挙げられる。

1.2 先行研究

方言の下位区分に関する先行研究はいくつかある。格桑居冕・格桑央京 (2002)は

「南路次方言」に分類しているが、これは単に地理的観点によるものである。より細

かな区分を提示するものとして、瞿靄堂・金效静 (1981)では「南路次方言」から四

川省甘孜藏族自治州郷城県のチベット語、雲南省のチベット語をそれぞれ独立させ

ている。陸紹尊 (1992)などは雲南省のチベット語を代表する方言に rGyalthang方言

をあげ、nJol方言群、Melung方言群との区別はない。先述の３種の方言群を区別し

ようという考えはおそらく少数派である5。

一方、記述研究は Sems-kyi-nyila方言群の rGyalthang方言について複数行われて

いる（金鵬　主編 (1983)、Hongladarom (1996)や《雲南省誌》(1998)など）。nJol方

言群やMelung方言群も過去に調査は行われたであろうと推測する6が、まとまった

形で発表されたものは未見である。それゆえに、本稿で扱うMelung方言について

の具体的記述は参照できず、また上述の３方言群間の共通点と相違点を把握するこ

ともできない。先の調査で本稿で扱う r化母音が記録されたかどうかも不明である。

2ただし実際は各民族ごとに分かれて居住地を形成している場合が多い。
3漢族が多く定住する以前は、郷の中心部で暮らす人々の中には複数の少数言語を操る人

も多くいたというが、今は漢語が共通語としての機能を持つようになってきている。
4Melung方言の名称は維西のチベット語名’Ba’-lungによる。同県のもう一方のチベット

語方言は、用いられる郷の名称から Budy（巴迪）方言と呼ぶ。ただし、維西のことを口語
形式で/´m(b)e: lõ/と呼ぶのは Budy方言で、Melung方言では/´ői nAP/と呼ぶ。

5閔江海主編 (2001:27)はカムチベット語の下位方言区分としては「南路次方言」として
いるが、迪慶州の方言区分に関して大きく香格里拉（原文は中甸）、徳欽、維西、東旺の４
つに分けられると述べ、他の文献に比べて詳細な意見が提示されている。

6その根拠の１つに、Zhang (1996)に方言名と方言区分が記載されているものがある。



1.3 本稿で用いる言語資料

本稿で用いるMelung方言の言語資料は、筆者の現地調査で得られたものである。

主な調査協力者はソナン・ツェリ [bSod-nams Tshe-ring]さん（男性）で、調査は2007

年３月維西県永春郷で行った。主に議論の対象とするのは語の引用形式で、文中に

現れる形式は必要な場合を除き触れない。また、本稿で対照するその他の言語およ

び方言は、出典を明記しない限りすべて筆者の現地調査によって得たものを用いる。

2 r化母音を含む具体例

チベット語の各種方言において、r化母音が記述されることはまれである。母音＋末

子音（韻母）の形式を包括的に扱う瞿靄堂 (1991)にも記述がない。その中でMelung

方言では、音素として分析できる r化母音が以下のような語に現れる。

¯p@~「雲」

ˆmO~ lowP「雷」

´@~「山」

´@~r la「尾根」

´@~r N̊khoN ¯toN「洞窟」

´@~r ùhoN「谷」

´@~r thu:「骨」

ˆb@~ nAP「ハエ」
H̄b@~N「砂糖」

ˆHE~:「布」

´k@~ úùhAN / ´k@~「ナイフ」

´m@~P「龍」

以上に示すように、r化母音は特に/@~/という中舌母音/@/が r化している例が目立

つ。Melung方言の母音は/i, e, E, a,A, O, o, u,W, @, 0, 8/があるが、調査した範囲内で

はこれら全ての母音が対応する r化音が確認されるわけではなく、/E~, O~, @~/に限っ

て見られる7。

r化母音の音声学的特徴は母音調音時における継続的なそり舌性を帯びたもので、

１音節語において入りわたりや出わたりに接近性の極めて高いすなわち子音的なそ

り舌音の音色は伴わない。しかし後続音節の存在する複音節語では、上記「谷」「骨」

の例のように、子音としての r音8が明確に発音されるものがある。

7中舌母音/@/について見ると、通常母音/@/、鼻母音/@̃/、r化母音/@~/が対立していると考え
られる。さらに通常母音と鼻母音については長短の対立もある。

通常母音 鼻母音 r化母音
短母音 ´m@ tCi: ´m@̃ ´m@~P

「あご」 「人」 「龍」
長母音 ú̄u j@: ¯xh@̃:

「ロバ」 「靴」
8音声学的には１通りに定まらず、後部歯茎接近音やそり舌接近音などで現れる。



3 r化母音の来歴

ここでは、r化母音をもつ語をチベット文語形式（蔵文）と対照することから、そ

の来歴について考察する。蔵文は古期のチベット語の発音をかなりの程度反映してい

るとされ、蔵文と口語形式を比較する作業によって音変化を確認することができる。

前節に挙げた例とその蔵文形式を比べてみると、r化母音をもつ例は大きく２つの

蔵文に対応する。１つは基字が rのもので、もう１つは足字 rを伴っているものであ

る。以下、この２点に分けて詳しく見ていく。

3.1 基字 r

蔵文基字 rは多くの方言形式が示すように、音節初頭を占める子音（多く/r/）と

して実現される音に対応する。基字 rに対応する形式には、r化母音をもつ語ともた

ない語がある。各例はMelung方言、語義、蔵文の順で提示する。

1. r化母音をもつ語

´@~「山」ri

´@~r ùhoN「谷」ri ? [第２音節の対応蔵文は不明]

´@~r la「尾根」ri la

´@~r thu:「骨」rus ? [第２音節の対応蔵文は不明]

ˆHE~:「布」ras

2. r化母音をもたない語

ˆroP「友人」rogs

´ra「山羊」ra

ˆHa rAP「酒」a rag

´t@ raN「今日」de ring

´rwAN「自分」rang

以上の例を見ていると、r化母音の有無はおおよそ基字 rをもつ語の母音の質によ

ると判断される。r化母音をもっているのは蔵文で高母音となるもので、「布」は例

外的対応に見える。逆に「今日」は蔵文で高母音をもっているが r化母音に対応し

ないのは、そもそもの口語形式が蔵文と一致せず低母音であった可能性9や、第２音

節という環境、末子音に鼻音があることなどを考慮する必要があるかもしれない。
9ただし近隣の方言の「今日」の形式は Budy方言 P̄a r̃ı、Nyishe（尼西）方言´t@ r@̃j、

rGyalthang（香格里拉）方言´Pa r̃ıというように第２音節に高母音をもっている。



3.2 足字 r

蔵文足字 rは常に基字と組み合わされて用いられ、基字対応音に後続する r音とし

て理解される。蔵文で足字 rと組み合わさる基字には制限があって、サンスクリッ

ト音写用のつづりを除外すると、kr, khr, gr, tr, dr, pr, phr, br, mr, sr, hrおよびそれに

頭字、前接字（基字に先行する子音要素）を伴う形式がある。

蔵文足字 rの対応形式として r化母音をもつ語は存在するが、蔵文形式を中心に考

えた場合、r化母音をもたない例も多い。

1. r化母音をもつ語

¯p@~「雲」sprin

ˆmO~ lowP「雷」’brug ? 10

ˆb@~ nAP「ハエ」sbrang nag
H̄b@~N「砂糖」sbrang

´k@~ úùhAN / ´k@~「ナイフ」gri chung / gri

´m@~P「龍」’brug

2. r化母音をもたない語

(a) 足字 r対応音が確認されないもの

ˆpaP「がけ」brag
h̄ka「髪」skra

`hsoP「命」srog

¯kha「鷹」khra
H̄b0:「蛇」sbrul

¯pu:「猿」spre’u

ˆhsã ma「大豆」sran ma

ˆpha nã「細い」phra bo

(b) そり舌音に対応するもの

h̄úùwAN joN「こじき」sprang po

´úu:「ラバ」drel

´hú@ ma「米」’bras

`úOP「６」drug
10第２音節の蔵文は不明であるが、Nyishe方言´őoP HluP「雷」の第２音節と共通すると考

えられる。



(c) 前部硬口蓋破擦音に対応するもの

`tChAP「血」khrag

(d) わたり音 rが確認されるもの

m̄br0 tswa「稲」’bru rtswa

以上の例を見ると、r化母音は特に@~にかたよって現れているといえ、それは蔵文

の母音の質に対応するのではなく口語形式に対応すると考えられる。たとえば H̄b@~N

「砂糖」sbrangと h̄úùwAN joN「こじき」sprang poは蔵文上同一のつづり字成分（s-両

唇音字-rang）をもっているが、口語形式では前者の母音が@で後者は Aとなり11、前

者は r化母音となっている。

2(b)のように蔵文足字 rが基字とともにそり舌音を形成するのは、大部分のチベッ

ト語の方言で共通に見られる現象であるが、基字が dの場合はほぼそり舌音となっ

ている。2(d)「米、穀物」の意である’brasもしくは’bruは、以上に示した例の中で

今なお蔵文の示すように口語形式にわたり音 rが維持されているただ１つの例であ

ることから、例外的対応と認められる12。2(c)の`tChAP「血」のように蔵文足字 rが

基字とともに前部硬口蓋破擦音を形成するのは広くアムドチベット語に見られるほ

か、rGyalthang（香格里拉）方言や Toding（才ノ一　也頂）方言でも確認される。Melung方

言では「血」の１例のみが確認されたため、借用が疑われる。

Melung方言で注目すべきは、2(a)の r化母音をもつ例と同じ程度に蔵文足字 rが

脱落したと分析できる例が確認されることである。たとえばˆpaP「がけ」bragのよ

うになっている。この現象は Lhasa方言の一部の語にも見られる13。以上に示した

Melung方言の例のうち、`hsoP「命」srogなどの蔵文 sr対応形式にそり舌音が現れ

ない方言は点在する14が、それ以外の組み合わせで蔵文足字 rが脱落したとされる例

をもつ方言は少ない。このタイプの例については、母音に/@/をもつ語は存在しない。

このため、r化母音は母音の調音点と密接に関わっているということがいえる。

Melung方言における蔵文足字 rを含む対応形式を見ていると、基本的に蔵文足字

rに対応するとされる r音自体の調音運動もしくは発音が極めて弱いものであったと

推測できる。このことは基字 rの語に対応する口語形式にも r化母音が現れている
11蔵文-ang対応形式には複数見られ、AN / wAN / @Nなどがある。
12蔵文足字 rをめぐる口語形式の対応については、甘孜州丹巴県の sProsnang（中路）方言

を例に鈴木 (2007)が詳しく述べている。この方言は、多くの例にわたり音 rが維持されてい
る、極めて珍しいものである。

13たとえば¯piHu「猿」spre’u、¯pha po「細い」phra bo、´mbi「めすヤク」’bri、`soP「命」
srogなどのような例がある。基字が p, ph, b, sである特定の語に現れる。

14たとえば「命」の例では、郷城県の gDongsum（洞松）方言で`hsoP、康定県のRangakha
（新都橋）方言で¯so:となっている。



点からも理解できる。そして、蔵文足字 r対応音が基字対応音とともにそり舌音を

形成するというチベット語方言に極めて広く見られる音変化をすべての例がたどる

ことなく、以上の例から推測するに、口語形式の母音が [@]もしくはそれに近い音を

もっていた場合に母音を r化し、そうでない場合は脱落する傾向にあった。そして

基字に対応する初頭子音の調音点を変えるという広くチベット語方言に見られる現

象に対応する例について、本来語ではなく借用語と分析しえる可能性もある。この

ことは、今後周辺の方言群も視野に入れて検証の必要がある問題であり15、本稿で

はMelung方言の言語事実に基づいた推測を述べるにとどめる。

3.3 まとめ

以上に見たように、Melung方言の r化母音はかなりの程度で蔵文との対応関係が

あり、いずれも過去には子音の rが関わっていることが判明した。

その中で特筆すべきは、上でも触れていないように、蔵文後置字 r（音節末子音 r

に相当）は r化母音と関わりが見られないことである16。基本的に r化母音は蔵文の

初頭子音（群）に含まれる rと対応関係があるということに注意する必要がある。

4 周辺言語の事情

r化母音をもっていることは、チベット語方言として極めてまれな部類に属するも

のである。チベット語の１方言がこのような音変化をたどったことについては、他

の要因が関わっている可能性も視野に入れて考える必要がある。

実際Melung方言の分布地域に近い地域で話されるいくつかの言語を見てみると、

納西語（西部方言）に@r、白語（南部方言）に eô、怒蘇語に Oô, Oô, @ôなどが見られ

る17。これらのような少数言語からの影響を受けていることによって、Melung方言に

も r化母音が生じたと考えるのも不可能ではない。なお、孫宏開主編 (1991:105-108)

に r化母音の来源に関する記述があるが、それによると納西語や白語などの r化母音

は多くわたり音の位置にある r音との対応関係が示されており18、Melung方言の例

もまた平行的である。
15Melung方言群以外では、近隣の方言であっても r化母音や蔵文足字 rの脱落といった現

象は基本的に確認されない。その中でただ１例迪慶州の方言で共通に見られる語が´Ngo「行
く」’gro で、足字 rが脱落したと見られる口語形式がある。

16たとえば h̄shE:「金」gser、 h̄t@ Hga「くるみ」star gaなどのように、r化母音は現れてい
ない。

17これらの例は《雲南省誌》編纂委員會 (1998)による。
18蔵文形式ともおそらく語源的に対応関係があると見られる例を孫宏開主編 (1991:105-108)

から１例挙げておくと、「書く」（蔵文 bris）に対して納西語（西部/麗江方言）p@ô55、白語
（南部/大理方言）veô53となっている。



以上のような点から、言語接触も視野に入れてMelung方言の r化母音の発生過程

を分析する必要性があるといえるだろう。
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K-ms,Õ-d,đi,’b-’,luq,yul,Õ-d,n-q,ăe,Ïil,dČ-qs,
d-q,’di’i,’Čˆq,K`qs/

Fe,db-q,’Şˆr,med/　　Fe,riq,mF˛,mo/

gn-d,bÍ˜s/

’b-’,luq,Õ-d,’b-’,luq,źoq,n-q,b-’o,he/ yoq,Ůˆn/ T-,Ůeq,ĺ-,bu,Íe,b-,so,so,bS-d,do/ yul,Õ-d,

’di,n-q,l-, /@~/ ĺ-,bu,ăe,Ïil,dČ-qs,yod,de,bod,yig,gi,r-,d-q,r-,bt-gs,d-q,do,mQ-m,p-,yod,do//
/´@~/ (ri,) d-q, /¯p@~/ (àin,) ĺ-,bu,ăe,Ïil,dČ-qs,yod,l-, / h̄ka/ (Ö-,) d-q, / H̄b0:/ (Ë¨l,) ĺ-,bu,ăe,Ïil,

dČ-qs,med/ Õ-d,’di,n-q,dČ-qs,dđil, /@/ l-,ăe,Ïil,dČ-qs,m-q,Sos,yod,do//

Voyelle r-colorée et son origine en khams-tibétain

le dialecte de Melung [Weixi]

Hiroyuki SUZUKI　　Tshering mTshomo

sommaire

Le dialecte de Melung, khams-tibétain, parlé au sud du district de Weixi, Diqing, Chine,

possède la voyelle r-colorée. Cet article indique des exemples avec la voyelle r-colorée,

et en contraste avec le tibétain écrit.
L’origine de la voyelle r-colorée est la lettre tibétainer comme une consonne centrale et

un glide, et si la qualité de la voyelle est unschwa/@/, elle a tendance à devenir r-colorée.


